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 1982 長崎豪雨災害の復興を振り返る 
  豪雨災害から 30 周年を迎えて 
 





1982 年 7 月 23 日の長崎豪雨災害 1),2）から 2012 年
で 30 年が経過した。災害発生後の復興状況を 10 年
































1982 年７月 23 日の夕・夜半に長崎県南部地方を
襲った集中豪雨は、長崎市近郊の長与町役場にて現在
でもわが国の観測史上 高である 大時間雨量 187
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 被災者 299 人を大別すると、土砂崩れによる被災
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言は表 1 に示すとおりである。 
 この委員会には、専門家だけでなく地域団体の代表
表 1 防災都市構想のための検討項目とその課題 
項 目 課 題



















交 通 体 系
１ 防災ネットワークの確立 
２ 道路の防災技術の確立 
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写真 1  完成した眼鏡橋バイパス水路 







































工事は、2008 年に着手され、2011 年に概成した 5)。 
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2 年後に地元との合意が得られた。左岸バイパス工事
は 2003 年に着工され、2006 年に完成した（写真 1）。 
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後 2004 年 7 月新潟・福島豪雨の教訓等を経て、2010
年 5 月から大雨警報の市町村ごとの発表、2012 年 6
月からは「経験したことのない大雨」と言う表現が導


















2012 年 6 月時点で 5,893 箇所が指定されている 5)。






















短時間降水量の増加とともに、2011 年 8 月末からの
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長崎大水害 Web 図書館 7)が長崎県によって開設され
た。 
 本報告で述べたように、長崎豪雨災害時に指摘され
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